





Naruse Jinzo at the most difficult period:
From returning home to the foundation of Japan Women’s University
Katagiri Yoshio
０．はじめに
















































































































































（1894 年 6 月 15 日）は報じた（21）。


























































































































































































































































　96 年 7 月、成瀬は梅花女学校校長を辞し（47）、本
格的な募金活動を開始した。『創立事務所日誌』が
この年の 7 月 17 日から書き始められたのも、これ
と関係しているであろう。































　そして 9 月 28 日には、広岡家が経営する加島銀
行の資金を借りて、大阪府東成郡清堀村清水谷（現




















　そして 3 月 24 日、東京星ヶ岡茶寮（54）で発起人
会が開かれ、翌 25 日、帝国ホテルで第 1 回創立披



















































































　5 月 26 日には大隈外相の来阪を受けて、大阪中
の島ホテルで第 2 回発起人会が開かれた。大隈は、
女子大学を大阪に設立する必要を述べたというが（56）、
















































































































1891 年 8 月に創刊された（63）。同誌第 142 号（1897
年 10 月 5 日）によれば、東京府高等女学校生徒
361 人のうち、最も多い 114 人の家庭で購読してい
るとのことであった（64）。





















　さらに、第 134 号（同年 6 月 5 日）と第 135 号






























　さらに第 144 号（11 月 5 日）の社説「またも女
子の高等教育に就きて」は、女子高等教育の目的
は、「真の高尚優美なる日本女子を養成するにあり」





















































　『女学雑誌』が第 444 号（6 月 25 日）に、成瀬仁












　このほか成瀬は、『家庭雑誌』第 99 号（1897 年 4
月 10 日）に「女子高等教育の急務（女子大学校設
立の趣旨）」、『太陽』第 3 巻第 9 号（1897 年 5 月）
に「高等女子教育の必要」、帝国教育会の機関誌
『教育公報』第 199 号（1897 年 9 月 5 日）に「女子
教育問題に就て」（68）、さらに『教育時論』第 456























　成瀬は、11 月 4 日の麻生正蔵宛て書簡で、珍し
く弱音を吐いた。
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事をしてハ、此業ハ破レルならん





























　成瀬は、2 月 2 日、離婚届を出した。
　成瀬は、窮地に立った。1897 年 10 月 4 日から翌
年 4 月 30 日まで『創立事務所日誌』に何の記載が
ないのも、成瀬の窮状を物語っているだろう。
　中川小十郎との出会い




















































活動にも影響を与えた。1898 年 10 月 24 日から翌





　1899 年 5 月 8 日、局面を打開するための創立委
員会が開かれた。




























































した（84）。翌 1900 年 1 月 1 日には各自分担して年始
礼を行ない、成瀬は 1 人で 1 日に 70 余人を巡回し
た（85）。
　東京設置に正式決定







































































































　7 月 10 日、成瀬は巌本善治と面談した。女子大
学設立のめどが立ったことを報告したのであろう。























　離婚した妻の万寿枝が病没したのは 9 月 13 日、
ようやく女子大学創設が順調な軌道に乗った時で
あった。
　他方、10 月 22 日の創立委員会で、校長成瀬と学





者が現われ始めた。11 月 13 日の『創立事務所日誌』
には「入学志願者陸続として来る」とある。
　各種学校として認可














































れたのは、約半年後の 1901 年 2 月 6 日であった。
そして第 514 号を 3 月 25 日に刊行してから、再び
8 月 31 日刊行の第 515 号まで半年余りの長期休刊
に陥り、さらに 2 年近い長期休刊ののち、第 516 号






　1901（明治 34）年 3 月 2 日から『東京朝日新聞』
に生徒募集広告が掲載された。4 月 8 日から入学試
験を行うとのことだった。








































































































が設置するとの方針のもと（97）、1900 年 9 月に大阪
府第一高等女学校が設置認可され、これは翌年 3 月
に大阪府清水谷高等女学校と改称され、さらに大阪



















































（ 1 ）成瀬仁蔵「日記」（1893 年 11 月 7 日− 1894








（ 2 ）『 女 学 雑 誌 』365 号（1894 年 2 月 3 日 ） の
「片々」欄に「去十四日恙なく帰朝せられた







小傳（下篇）」（『教育』第 2 巻第 5 号）『麻生
正蔵著作集』（成瀬記念館、1992 年）783 頁。













































（10）『女学雑誌』第 373 号（1894 年 3 月 31 日）「関
西女子教育会討議題」、第 374 号（4 月 7 日）











第 67 輯、2019 年 3 月刊行予定）をも参照さ





（13）『女学雑誌』第 391 号（1894 年 8 月 4 日）「女
子夏季学校」、第 395 号（9 月 11 日）「第二回
女子夏 期
⎝ママ⎠
学校科目表」、第 397 号（9 月 15 日）
「第二回女子夏季学校」。
（14）大森・前掲論文、94 頁。












































輯、1942 年 5 月）前掲『麻生正蔵著作集』










（27）1895 年 6 月 19 日付麻生正蔵宛て成瀬書簡

































































（31）1895 年 12 月 30 日麻生正蔵宛て成瀬書簡（『著























育科学）、2018 年 3 月）で、不十分ながら関
説した。





























―第三」成瀬記念館、1995 − 1997 年）。なお
成瀬は、1909 年 10 月 26 日の伊藤博文暗殺後




『著作集』第 2 巻 1014 頁以下）。
（46）『成瀬先生傳』177-178 頁。『四拾年史』32-35
頁。




とある（『著作集』第 1 巻 262 頁）。
（48）『創立事務所日誌』1896 年 9 月 9 日の項。
（49）「日本女子大学校設立之趣旨」（『著作集』第 1
巻）229 頁。
（50）『著作集』第 1 巻 227 頁。
（51）『著作集』第 1 巻 230 頁。
（52）『著作集』第 1 巻 231 頁。
（53）成瀬記念館所蔵の「契約證」には 3.755 坪と
あるが、『四拾年史』59 頁には「五千余坪」、








（55）この演説は『女学雑誌』第 444 号（1897 年 6
月 25 日）にも掲載された。『著作集』第 1 巻
にも収録。
（56）『東京朝日新聞』1897 年 5 月 28 日（第二回）。
























社、1899 年 11 月、『福澤諭吉全集』第 6 巻
（岩波書店、1959 年）507 頁）。同書は、福沢
が 1899 年 4 月から 7 月にかけて『時事新報』
に発表した女性論を一書にまとめたもの。
（62）『創立事務所日誌』によれば成瀬は、翌 1898
































教新誌』（1897 年 6 月 20 日、6 月 24 日）。
（67）『女学雑誌』はその後も、第 445 号（7 月 10
日）、第 447 号（8 月 10 日）、第 450 号（9 月





（69）これは 10 月 3 日に神戸市で開かれた全国聯合
教育会主催の女子教育演説会での演説であ
る。記者による講演筆記が『女子の友』第 13




（70）『著作集』第 3 巻 1050 頁、『四拾年史』52 頁。
（71）『著作集』第 1 巻 263 頁。
（72）『著作集』第 3 巻 1052 頁。なお同書簡の発信
月が 10 月となっているのは誤り。
（73）前掲『自然と生活・附追想録』43 頁。





















日誌』1900 年 3 月 9 日と 11 日の項）。




























（84）『創立事務所日誌』1899 年 12 月 4 日の項。ま







（85）『創立事務所日誌』1900 年 1 月 1 日の項。
（86）『創立事務所日誌』1900 年 2 月 14 日の項。な
お『四拾年史』66 頁に、これを報ずる『読売
新聞』2 月 16 日の記事が引用されている。ち
なみに『四拾年史』が 6 月としているのは 2
月の誤り。また、これに依拠したと思われる
『年表日本女子大学の 100 年』が、この会合





（88）『創立事務所日誌』1900 年 5 月 8 日と 9 日の
項。











（92）『創立事務所日誌』1900 年 10 月 22 日の項。














































［本稿は、2018 年 4 月桜楓会成瀬仁蔵研究会での報
告をもとにしたものである。］
